
清水小学校の安全教室

日時：平成28年4月14日（木）
場所：清水小学校近くの横断歩道

久米島の人口· 世帯数(2016年3 月末現在）

男： 4,297人
女： 3,824人
計： 8,121人 …三

仲里庁舎1階にて 一般

質問の様子をテレビ

モニタ ー でご覧いただ

けます。

a口�mJE〗
平成 28 年虞一般会計予算
3月定例会で決まったこと

2-3
4

町政を問う 一般質問
議会のうごき
第1回臨時会で決まったこと
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平成28年度一般会計予算ヽ

歳入• 当初予算年度比較（千円以下切り捨て）

32億4020万円
32億3200万円

自

主

財

源

17億0192万円
16億5 675万円

□平成2 7年度

6億4 7 68万円
6億2 901万円

1億32 8 8万円
1億3320万円

● 一般会計

町税

繰入金

諸収入

使用料及び手数料

地方消費税交付金など

町債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

． 

40億

収入総額に占める地方交付税の割合が43.7%を占めており、また、国や県から使い道を指定さ
れて交付される国庫・県支出金の割合が30.0%となっています。国や県から配分、支出される財
源に大きく依存していることがうかがえます。一方、町民の皆様に納めていただ＜町税8.8%、財
産収入や使用料、手数料などの諸収入が3.6%となっており自主財源が非常に乏しい状況となって
います。今後は町税の徴収率向上など自主財源を確保するための取り組みが重要になります。

30億20億10億゜

早産のため、2·3ケ月前の島外渡航に対する助成の増額を検討できないか。
安価で宿泊できる施設の建設を県に要望しました。追加支援については、検討してみます。
離島支援事業． 騨棄自動車配送料は、二輸車も含むのか。
二輪車は、含まず、軽自動車、軽トラック、普通乗用車を対象にしています。
現代版組踊に650万円計上しているが、将来を見握え、島内在住の指導者を育成するぺきではないか。
今後、島内で活動している若者から指導者を育成していきたい。
本年度、小学校の教員の本務・臨任の構成J:t率はどうなっているか。
今年に比較し10名程度、増える情報を得ています。
指定文化財清掃委託料に「美ら福木」の剪定管理も含まれているのか。
「美ら福木」の樹勢が弱いことから木を養生し、状態を観察しながら対応していきます

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
 

■特別会計
国民健庫保険特別会計

Q 国保税の微収率は何バ ー セントか、県内で何番目に位置しているか。徴収率を上げる対策は ．

A 平成26年度の徴収率が74.09%で、県内ランキングについては、県で出していないため、把握していません。又、
滞納対策については 督促状、次に催告状、その後、調査し、差押えとなります。

後期高齢者医療特別会計
、

Q 後期高齢者医療広域連合納付金が、前年比471千円減額されその妻因は。
A 後期高齢者医療広域連合前年度の請求によるものです。

水道事業特別会計
Q 山城浄水場・具志川浄水場の基本計画はどうなっているか。
A 今年度、基本計画を策定しました。新年度は、監視装置の一部を更新、実地計画に向け、データを収集します。

下水道事業特別会計
Q 嘉儀山校区の下水道整傭は28年度、実施計画だが、少しでも早めに竣工できないか。
A 県・町の予算配分があり28年度で一気に完成することは厳しいものがあります。
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平成28年度一般会計予算＼＼

般 会 計 74億820万円 1.8%増加

国民健康保険特別会計 14億7,09 3万円 1.8%増加

後期高齢者医療特別会計 7,153万円 -0.6%減少

下水道事業特 別 会計 2 億8, 382万円 -16.0%減少

水 道 事 業会 計 3 億104万円 -4.5%減少

合 計 95億 3,553万円 0.9%増加

c

 

と

c

と

る

年
ベ
去

tt

;., ... 

● 一般会計

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

教育費

消防費

公債費

その他

15億1013万円
15億1382万円

3億5 703万円
3億365 8万円

7億3849万円
9億7137万円

7億0968万円
7億5 691万円

． 

8億9775 万円
9億0388万円

2億965 0万円
3億1026万円

゜ 5億 10 億 15億 20 億

今年の歳出の内訳を見ると、行政の運営経費や沖縄振興特別推進交付金事業を計上している

（総務費）が26.4%と割合が高く、次に、福祉の充実に係る経費（民生費）が20.4%と続いて

います。次に借金の返済である公債費が12.1 %、農林水産費が10.0 %となっており、去年同

様、上位4項目で全体の約68.9 %を占めています。 ． 

-II 

予算審査は、議長を除く13人の委員で構成された特別委員会を設置し、3月10日・11日の2 日間にわたって審
議しました。

審議の中から、主な質疑内容を報告します。

● 一般会計
Q 軽自動車税が大きく伸びているが27年で登録台数が増えたのか。
A 登録台数が増えたのではなく 、 税制度改正に伴い増額です。
Q FM放送広告料に480万円計上している。高く感じるが、その内容はどうなっているのか。
A 町の番組放送枠に対する広告料の予算計上です。他FM放送局の状況も調査します。
Q 国勢鯛査で人口減が明らかになったが、地方交付税の算定はどうなるのか。
A 平成28年度から適用されるが、 まだ試算していません。
Q 地域おこし協力臓に対する予算が地方交付税に算定されていると説明があったが、今後も繕続されるのか。
A 基本的には3年ですが、 再度、 申請すれば更に継続できます。
Q モズク加工場機能強化事業とは、どのような事業か。
A 冷凍機能をマイナス20度からマイナス25度へ強化のための設備強化事業です。
Q ハー ペスタ ー 導入事業の補助対象は、既存の法人か、それとも新規の法人か。事業の周知籠囲はどうなっ

ているか。
A 補助対象は、 既存の法人ですが、 事業は初めてです。又、 周知については、 農業関係者に周知をしていま

す。
Q ハプ買上事業に260万円余り計上されているが、一匹いくらで想定し、何匹を買上予定しての計上か。
A 一匹2千円で1250匹を予定しています。

�2ペ ー ジへ
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g皿3回国で
決まったこと

I平成27年度補正予算 ※全員賛成 1

． 

●一般会計補正予算（第5号）
80億8534万円(5792万円増）

●一般会計補正予算（第6号）
84億8697万円( 4 億0163万円増）

●国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
15億6468万円(1900万円増）

●後期高齢者特別会計補正予算（第2号）
7340万円(62万円増）

●下水道事業特別会計補正予算（第3号）
3 億5306万円（増減なし）

●一般会計補正予算（第7号）
84億8697万円（既定の繰越明許費の変更及び追加）

I平成28年度予算 ※全員賛成 1
●一般会計予算
●国民健康保険特別会計予算
●後期高齢者医療特別会計予算
●水道事業会計予算
●下水道事業特別会計予算

（詳しくは2�3ペ ージをご覧ください）

1条例の改正 I 
． 

●町地域支援交流学習センタ ー の設置及び管理に
関する条例 ※全員賛成

●町職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例 ※全員賛成

●町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費Iこ
関する条例等の一部を改正する条例 ※全員賢成

●美ら海環境基金条例 ※全員賛成

ヽ3 定 例 会月

平成28年3月（第2回）定例会は、 3月8日か
ら29日までの 22日間の日程で行われました。

定例会では、28年度の予算をはじめ議案25件、
報告1件、承認1件、発議3件、決議1件を審議
し、すべて原案どおり可決されました。9 日（水）
の 一般質問では11人が登壇し活発な審議が行われ
ました。

●風の帰る森プロジェクト応援基金条例※全員賛成
●町行政不服審査会設置条例 ※多数挙手
●行政不服審査法の施行に伴う関係条例等の一部

を改正する条例 ※全員賛成
●町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

※全員賛成
●町火災予防条例の一部を改正する条例※全員賛成
●と畜場条例の一部を改正する条例 ※多数挙手

I一般審議 I 
●沖縄県介護保険広域連合を組織する地方公共団

体の増加及び規約の変更 ※全員賛成
●町過疎地域自立促進計画 ※多数挙手
●辺地に係る総合整備計画の一部変更※全員賛成

I契約 ※全員賛成 1
●動産の買入

契約の万法 指名競争入札
契約金額 7538万円
契約の相手方 （株）光エンジニア

I委員任命 ※全員賛成 1
●人権擁護委員の任命

川上博久（字比嘉）

●専決処分の報告
久米島町地域支援交流学習センタ ー 改修工事請負契

約の一部変更

1議員提出 ※全員賛成 1
●日米地位協定の見直しに関する意見書
●沖縄県の遵路網の整備促進に関する意見書
●米軍人による女性襲行事件に関する意見書
●米軍人による女性暴行事件に関する抗議決議

I賛否が分かれた議案審議結果 賛成〇反対X

-"='-cc＇ コ 盛
悶 り

士

醤 翡
-"""-一＇ 棚 玉

屑
翁 饒

I
本 永 久 原 城 長

名 里
喜

燒
正

塁佐云

昌 哲
羞

達果 等 責 明 浩 彗ヽ"'、 猛 也 明 学 弘

町行政不服審査会設謳条例について 可決 ゜ ゜ ゜ X ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

町と畜場条例の一部を改正する条例につ
可決 X ゜ X X ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜いて

町過疎地域自立促進計画書策定について 可決 X ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
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質問と答弁の内容を要約して掲載しています。
※ここでは年号（平成）を省略してあります。

町政のここを問う、

ran 若者の創業支援の拡充を

． 

EE9
ア
イ
デ
ィ
ア
と
や
る
気
あ
ふ

れ
る
若
者
が
活
躍
で
き
る
魅
力
あ
る

島
づ
く
り
に 、

創
業
支
援
の
拡
充
が

必
要
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
は 。

図

今
年
度
も
実
施
に
向
け
て 、

財
源
調
整
中
で
あ
る 。

国
の
指
針
に

基
づ
き
認
定
を
行
う
た
め 、

地
方
独

自
の
基
準
が
取
り
い
れ
ら
れ
る
か
調

整
し
て
い
く
必
要
が
あ
る 。

EE9
国
の
基
準
は 、

地
方
の
現
状

に
合
わ
な
い 。
地
方
創
生
に
は
地
万

独
自
の
星
準
が
必
要
で
あ
る 。

島
の

若
い
芽
を
育
て
る
た
め
に
対
象
基
準

の
緩
和
含
め
た
創
業
支
援
の
拡
充
を

強
く
要
望
す
る 。

町独自の基準で事業の検討

浩議員吉永

． 

EgJ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

を

予
算
措
置
含
め
た
準
備
を
行
う

EE9
退
職
後
も
生
き
が
い
を
も
っ

て
自
主
的
に
自
ら
の
知
識
と
経
験
を

活
か
し 、

社
会
貢
献
を
行
う
ジ
ル

バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
が

必
要
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
は 。

面長〕

介
護
予
防 、

健
康
の
維
持
の

視
点
か
ら
も
セ
ン
タ
ー

は
必
要
と
考

え
る 。EE9

県
内
市
町
村
の
取
り
組
み
状

況
な
ど
把
握
し
て
い
る
か 。

面墨

県
内
で
は
17
市
町
村
が
セ
ン

タ
ー

を
設
置
し
て
い
る 。

EE9
社
会
貢
献
を
通
し
だ
生
き
が

い
づ
く
り 、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成 、

社
会
保
障
費
の
抑
制
等
の
だ
め
に 、

ジ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

の
29
年
度

立
ち
上
げ
を
目
指
し 、
28
年
度
中
に

予
算
含
め
た
準
備
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
町
長
の
見
解
を
回
つ 。

団

予
算
措
置
含
め
た
準
備
を
行

う 。

島
内
全
コ
ン
ビ
ニ
に
救
命
機
器
の

口
常
備
を

設
置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

EE9
町
民
や
観
光
客
な
ど
の
安
全 、

安
心
な
生
活
を
守
る
環
境
づ
く
り
と

し
て
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
に 、

A
E
D
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が 。

団

24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
に

設
置
す
る
こ
と
は 、

地
域
住
民
及
び

観
光
客
の
救
命
率
の
向
上
に
繋
が
る

と
考
え
る 。

設
置
に
向
け
て
検
討
す

る 。

-II 羞？品::嘉｛こ年よ��月N� 誓



II 町政のここを問う

ran 町道のクリアは

E
町
道
を
整
備
す

る
場
合
に
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準

が
あ
る
か。

面晨
新
規
路
線
要
望

の
理
由、
公
共
性
が
高

い、
用
地
取
得
等、
費

用
対
効
果
が
出
な
い
場

合
は、
採
択
は
厳
し
い。

E
町
民一
人
ひ
と

リ
が
安
心、
安
全
に
暮
ら
せ
る
条
件

づ
く
り
こ
そ
が
最
大
の
費
用
対
効
果

だ
と
思
う
が。

図
7^

後、
優
先
度
を
確
認
し
な

が
ら、
そ
の
対
処
す
る
相
手
方、
県

の
方
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
調
整、

私
み
ず
か
ら
行
く
べ
き
も
の
に
つ
い

て
は
行
っ
て、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て

努
力
し
た
い。

平良弘光議員

優先度を確認し努力したい

． 

ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
を

調
整
を
し
な
が
ら
前
向
き
進
め
て
い
き
た
い

EE3
い
ま
県
内
に
あ
い
て
も
プ
ロ

野
球
を
は
じ
め、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
を
誘
致
す
る
た
め
に、
各
地

で
プ
ロ
仕
様
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
つ

く
ら
れ
て
き
て
い
ま
す。
こ
れ
に
つ

い
て
久
米
島
町
の
計
画
は。

Ii
防
風
林
の
植
栽
は

団
30
年
度
あ
た
り
を
目
処
に
新

規
事
業
と
し
て
調
整
を
進
め
て
い
る。

29
年
度
の
事
業
導
入
に
向
け
て
検
討
す
る

Em3
12
月
の
定
例
会
で
質
問
し
だ

比
屋
定
ジ
ン
バ
ル
の
防
風
林
の
楢
栽

に
つ
い
て
の
進
行
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か。

団
27
年
12
月
21
日
に
南
部
農
林

事
務
所
で、
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し

た。
比
屋
定
シ
ン
バ
ル
は、
潮
害
防

． 

護
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
お
り、
南

部
林
業
事
務
所
で
現
地
を
確
認、
調

査
を
行
い、
保
安
林
植
栽
事
業
の
導

入
を
検
討
す
る。
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町政のここを問う、

ran 儀間 ・ 嘉手苅地内県道の改良は

． 

早急に事業採択を要望する

日

県
道
83
号
久
米
糖
入
口
交
差

点
か
ら
毘
手
苅
の
旧
共
同
作
業
所
あ

け
ほ
の
先
交
差
点
ま
で
の
道
路
環
境

が
非
常
に
悪
い。
ど
の
様
な
対
策
を

講
ず
る
か。

面長]

県
道
の
整
備
に
つ
い
て、
県

土
木
建
築
部
か
ら
報
告
は
な
い
が、

2
月
19、
20
日
の
両
日、
浦
崎
副
知

事
の
視
察
に
同
行
し、
未
整
備
箇
所

に
つ
い
て
は
早
急
に
県
道
整
備
事
業

採
択
を
強
く
要
請
し
た。
副
知
事
か

ら
も
持
ち
帰
っ
て
協
議
す
る
と
の
事

で
あ
っ
た。

日

道
路
整
備
に
向
け
て
県
か
ら

の
報
告
待
ち
で
は
な
く、
攻
め
の
道

路
行
政
が
必
要
で
は。

団

此
ま
で
も
何
回
も
要
請
を
し

て
い
る
が、
町
の
思
い
が
県
に
十
分

に
伝
っ
て
い
な
い、
副
知
事
の
久
米

島
視
察
を
機
に
積
極
的
に

発
進
し
て
取
組
ん
で
行
く。

赤嶺秀徳議員

． 

Ii
ダ
プ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
進
捗
状
況
は

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
中

E
27
年
12
月
定
例
会
で
ダ
ブ
ル

ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
質
問
し
た
が、

3
ケ
月
経
た
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

を
伺
い
た
い。

面湛

航
空
路
線
拡
充
に
関
す
る
調

査
期
間
は
3
月
25
日
ま
で
と
し、
調

査
内
容
は
既
存
路
線
の
拡
充
の
可
能

性、
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
可
能
性
に

つ
い
て
行
っ
て
い
る。
又、
期
間
内

に
あ
と一
社
の
訪
問
を
予
定
し
て
い

る。
｛
商
工
観
光
課
長｝

既
存
路
線
の
J
T

A、
R
A
C
の
本
社
に
県
観
光
振
興

課
の
職
員、
調
査
委
託
会
社
と
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る。
搭
乗
率、
観

光
振
興、
今
後
の
対
策、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン、
誘
客
に
つ
い
て
行
っ
て
い

る。
座
席
拡
充
は
R
A
C
だ
け
で
は

充
分
で
な
く、
今
後、
J
T
A
の
余

剰
機
材
に
つ
い
て
も
利
用
で
き
な
い

か
協
議
し
て
い
る。
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ

ク
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
空
港
の
利

用
者
数
の
枠
が
あ
り、
ど
う
対
応
す

る
か
可
能
性
に
つ
い
て
の
調
査
を
進

め
て
い
る。

久米島空港

-II 羞？品::嘉｛こ年よ��月N� 誓



町政のここを問う

ran 免許取得に支援を

前向きに検討したい

En一
道
路
交
通
法
改

正
に
よ
り、

久
米
島
で

の、

大
型

大
型
2
種

等
の
免
許
取
得
が
で
き

な
く
な
っ
だ。

個
人
と

企
業
に
支
援
で
き
な
い

ガ、

運
送、

建
設、

旅

客
業
の
現
状
は、

若
い

ド
ラ
イ
バ
ー
は、

殆
ん

ど
い
な
く
て、

高
齢
者

が
多
く、

人
材
の
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る。

総
務
課
長

厚
労
省
が
推
進
し
て
い

る。

教
育
訓
練
給
付
制
度
が
あ
り、

仲
里
自
動
車
学
校、

他
の
自
動
車
学

校
に
お
い
て、

制
度
の
利
用
は
可
能

と
聞
い
て
い
る。

Em]
企
業
支
援
は
で
き
な
い
か。

総
務
課
長

現
在
町
内
の
免
許
取
得

の
み
な
ら
ず、

高
齢
者
の
運
転
講
習

の
実
施
場
所
で、

重
要
な
施
設
で
あ

り、

公
共
性
の
高
い
所
と
し
て
認
識

し
て
い
る
関
係
機
関
と
十
分
協
議
検

討
す
る
必
要
が
あ
る。

団

町
が
施
設
整
備
し
て
指
定
管

理
で
運
営
さ
せ
る
方
法
で、

前
向
き

に
検
討
し
た
い。

学議員翁長

． 

EgJ
公
園
整
備
を

地
域
と
協
議
す
る

O
遊
具
の
あ
る
公
園
整
備
と
い

う
事
で、

子
育
て
真
っ
最
中
の
あ
母

さ
ん
達
か
ら
の
意
見
が
あ
る。

仲
里

地
域
は、

銭
田
公
園
が
風
の
か
え
る

森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
な
く
な
っ
て
し

巷
つ
が。

｛
環
境
保
全
課
長｝

28
年
度一
括
交
付

金
を
充
当
し
て、

ふ
れ
あ
い
公
園
を

整
備
す
る
計
画
で
18
久
米
島
中
学
校

運
動
場
跡
地
に
防
衛
省
の
予
算
で

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
連
携
し
た
公
園

整
備
も
予
定
し
て
い
る。

E
仲
里
改
善
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

比
悪
公
民
館
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
そ
の一
部
に、

安
全
に
遊
べ
る

公
園
を。

屈

改
善
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
白
紙

で
あ
り、

地
域
と
協
議
し
な
が
ら、

方
向
を
決
め
た
い。

． 
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町政のここを問う、

E田3

オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
計
画
に

つ
い
て
は、

昨
年
の
11
月
4
日
の
爵

時
会
に
あ
い
て、
C
V
|
22
オ
ス
プ

レ
イ
の
沖
縄
県
内
訓
練
場
使
用
に
断

固
反
対
g
る
意
見
書
を
全
会一
致
で

可
決
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が、

そ
の

後
の
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
計
画
の
情
報

と
町
長
の
見
解
を
回
つ。

団

昨
年
10
月
27
日
沖
縄
防
衛
局

よ
り
C
V
|
22
の
横
田
飛
行
場
へ
の

配
備
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た。
C
>

ー

22
が
2
0
1
7
年
よ
り

横
田
飛
行
場
に
配
備
さ
れ
る
こ
と、

配
備
に
伴
い
訓
練
等
で
県
内
の
基
地

や
訓
練
場
所
を
使
用
す
る
計
画
が
あ

る
と
伝
え
ら
れ
た
が、

訓
練
の
時
期

や
内
容
及
び
具
体
的
な
場
所
等
に
つ

い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い。

そ
の
後
の
新
し
い
情
報
は
な
い
と
の

回
答
を
得
て
い
る。

私
は‘

今
回
の
C
>

ー

22
オ
ス
プ

レ
イ
の
訓
練
等
に
よ
り
基

地
負
担
を
増
大
さ
せ
な
い

こ
と
を
要
請
し
た。

基
地

問
題
に
つ
い
て
基
本
的
に

返
還
を
求
め
る
考
え
で
あ

る。

[ml オスプレイ訓練計画の情報は

新たな情報はない

． 

． 

Ii
屠
畜
場
の
改
築
は

早
期
に
結
論
を
出
し
た
い

E田3

老
朽
化
し
て
い
る
屠
畜
場
の

改
築
を
検
討
し
て
き
た
と
思
う
が、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
経
緯
と
改

築
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う。

団

現
在
の
屠
畜
場
は
昭
和
54
年

に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
36
年
が
経
過

し、

老
朽
化
が
激
し
く
建
て
替
え
改

修
の
両
面
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
し
て
27
年
3
月

に
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
検

討
を
進
め
て
き
た。

今
後
の
見
通
し

と
し
て
財
源
の
問
題、

場
所
の
問
題

な
ど
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
あ
る
が、

早
期
に
結
論
を
出

せ
る
よ
う
審
議
を
進
め
る。

□
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー

ク
の
総
括
は

結
果
を
踏
ま
え
て
審
議

E田3

合
大
会
の
の
ん
び
り
ウ
ォ
—

ク
は、

開
催
日
を
1
月
の
第
3
土
・

日
か
ら
第
4
土
・
日
に
変
更
し
て
開

催
し
た。

時
期
を
変
更
し
た
こ
と
で

島
外
か
ら
の
参
加
が
減
少
し
な
い
か

心
配
さ
れ
だ
が、

合
大
会
を
終
え
て

の
総
括
を
伺＿
つ。

団

他
県
の
大
会
と
重
複
し、

結

果
と
し
て
島
外
参
加
者
が
前
年
よ
り

76
名
の
減
少
と
な
っ
た。

今
大
会
参

加
者
か
ら
は
他
の
大
会
と
重
複
の
な

い
第
3
週
の
土
・
日
に
開
催
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
多
く
あ
っ
た。

次

回
大
会
の
開
催
日
に
つ
い
て
は
今
大

会
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
行
委
員
会

に
お
い
て
審
議
し
た
い。
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II 町政のここを問う

1ml 新たな産業の創出を

m
人
口
減
少
対
策
は

E因
海
洋
深
層
水
の

複
合
利
用
「
久
米
島
モ

デ
ル」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
現
に
よ
り、

年
間

約
60
億
円
の
経
済
効
果

及
び
雇
用
者
約
1、
0

0
0
名
を
可
能
に
す
る

だ
め
の
任
意
組
織
「
国

際
海
洋
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用
コ
ン
ソ
ー
ジ
ア
ム」
の

立
ち
上
げ
と
そ
の
活
用
方
法
は。

面愚
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
産
業
官

連
携
組
織）
の
組
織
強
化
と
法
人
化

の
実
現
に
よ
り、

国
・
県
な
ど
へ
の

公
式
要
請
や
予
算
要
求
及
び
受
託
事

業
等
を
行
い
組
織
の
安
定
化
及
び
持

続
化
を
図
り
「
久
米
島
モ
デ
ル」

実

現
に
取
り
組
む。

賓議員盛本

経済・雇用の拡大を目指す

口
観
光
産
業
の
振
興
は

ぷ忍品::嘉戸古贔
N

�
!
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イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
観
光
客
の
増
大
を

E臼
県
内
外
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー

便
や
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
計
画
は。

団

チ
ャ
ー
タ
ー
便
は、

久
米
島

空
港
の
給
油
体
制
を
整
え、

ツ
ア
ー

商
品
造
成
も
他
離
島
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
誘
致
に
取
り
組
む。
ま
た、

ク
ル
ー
ズ
船
に
関
し
て
は
接
岸
条
件

を
整
え
な
が
ら
誘
致
に
取
り
組
ん
で

＜
 

し

E日
着
地
型
観
光
商
品
開
発
の
充

実
を
園
る
こ
と
に
よ
り
団
体
旅
行
や

修
学
旅
行
の
誘
致
が
図
ら
れ
る
と
思

う
が
そ
の
万
策
は。

団
「
島
の
学
校」
体
験
プ
ロ
グ
ラ

•▼――――
 
.
.
 
―――—
●̂
-——
●-―――
.
,
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曇�
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曇
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9-＿―ー
・▼
―――一
●
書
．
．
 
o
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E臼
人
口
減
少
対
策
は、

ど
の
様

面は0

I
.
u
タ
ー
ン
対
策
は
中
・

に
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か。

長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
事
業
予
算

化
も
図
り
な
が
ら
取
り
組
む。

海
洋

深
層
水
な
ど
島
の
資
源
を
活
用
し
た

事
業
を
行
う
企
業
の
誘
致、

支
援
を

行
い
雇
用
増
と
定
住
促
進
に
繋
げ
る。

ム
を
取
り
入
れ
た
着
地
型
観
光
の
商

品
開
発
を
行
い
離
島
体
験
交
流
事
業

や
感
動
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
よ
る

誘
客
に
努
め
る。

E
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
等
の
誘
致
及
び
意
義
の
明

確
化
や
経
済
効
果
を
算
出
し
公
表
す
。ん

べ
き
で
は
な
い
か。

せ

図

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

長行

キ
ャ
ン
プ
が
島
の
経
済
へ
及
ぼ
す
影
入

響
が
あ
る
の
か
を
町
民
に
認
識
さ
せ
6と

る
為
に
も、

今
後
は
経
済
効
果
を
算
あ

出
し
て
公
表
し
た
い。

會

ー
・

U
夕
—

ン
政
策
と
企
業
誘
致
を

． 

． 



町政のここを問う、

ran 公立図書館の建設を

． 

日rn
町
長
の
施
政
方
針
で
園
書
館

機
能
を
備
え
た
生
涯
学
習
施
設
の
建

設
に
取
り
組
あ
と
し
て
い
る
が、

建

設
検
討
委
員
会
は
設
置
し
た
の
か。

図

生
涯
学
習
機
能
施
設
建
設
推

進
委
員
会
を
設
置
し
調
査
検
討
し、

そ
の
後
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る。
3
月
中
に
1
回
目
の
会
議
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る。

mm
建
設
に
向
け
て
の
合
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は。

,28
年
度
予
算
に
お
い
て
調

査
費
等
を
計
上
し、

情
報
収
集
を
行

い、

建
設
用
地、

活
用
予
算
の
確
定

後、

5
年
を
目
途
に
取
り
組
む。

調査費を計上している

玉城安雄議員

町
の
出
先
機
関
の
設
置
を

．

 

EgJ
児
童
公
園
の
整
備
を

地
域
と
協
議
す
る

日28
年
予
算
で、
131
れ
あ
い
公

薗
の
整
備、

多
目
的
公
園
の
整
備
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が、

仲
里
改
善
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
利
用
は。

図
―
角
に
比
嘉
公
民
館
を
建
設

す
る
が、

公
民
館
は
地
域
住
民
の
災

害
時
の
集
合
場
所
で
あ
る
の
で、

別

の
公
共
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
は
現

段
階
で
は
予
定
し
て
い
な
い。

日

子
育
て
中
の
親
か
ら
安
心
し

9――――.
9―――-
9-_--
9-_＿-
9
亀
9
亀
9-――-
9-＿--
9―――-
9―――-
9
亀
9-_＿．
9
亀
9-――-
9―――-
9―――-
9―――-
9
--

9
·-
9
·-
9―――-
9-＿＿-
9-＿＿-
9―――-
9
亀
9
·
9-――-
9―――-
9――――

＇

官、

民
が
連
携
し
て
利
用
で

い
る
の
で、

行
政
を
限
定
し
た
場
合

き
る
久
米
島
町
独
立
の
出
先
機
関
を

は
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
が、

商、

本
島
内
に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か。

観
光、

そ
の
他
の
機
関
と
連
携
す
る

面晨

国、

県
に
職
員
を
派
遣
し、

総
合
的
な
調
整
機
関
は
検
討
し
た
い。

派
遣
先
と
の
連
絡
調
整
役
も
担
っ
て

EEi
行
政
的
に
も、

幹
部
職
員
を

派
遣
し
そ
こ
を
拠
点

と
し
た
情
報
網
づ
く

り
も
大
事
だ
と
考
え

る
が。面墨

職
員
の
派
遣

が
可
能
か
も
含
め
前

向
き
に
検
討
し
た
い。

て
子
供
を
遊
ば
せ
る
場
が
な
い
と
の

意
見
が
多
数
あ
る。

大
人
と
子
供
が

活
用
で
き
る
公
園
整
備
の
考
え
は
な

い
か。図

具
体
的
な
整
備
計
画
は
現
在

な
い
が、

町
民
が
自
由
に
利
用
で
き

る
公
共
用
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き、

地
域
住
民
と
協
議

し
な
が
ら
方
向
を
決
め
た
い。

総
合
的
な
調
整
機
関
は
検
討
す
る

-II 羞？品::嘉｛こ年よ��月N� 誓



II 町政のここを問う

1ml 道路整備を

EE9
謝
名
堂、
泊、

宇
根
の
道
路
整
備
を
強

く
要
望
し
て
き
た
が、

整
備
に
至
っ
て
い
な
い。

土
地
活
用
に
も
大
変
芭

慮
し
て
い
る。

図
歩
道
の
幅
が
狭

く
ゆ
と
り
が
無
い
こ
と

を
説
明
し、
整
備
事
業

採
択
に
向
け
て
強
く
訴
え
た。
浦
崎

副
知
事
か
ら
「
土
木
建
築
部
と
早
急

に
協
議
し
た
い」
旨
の
報
告
が
あ
っ

た。査
設
課
長
l

副
知
事
と
土
木
建
築
部

の
調
査
で、
採
択
に
向
け
て
再
調
査

す
る。
な
ぜ
概
略
的
設
計
で
終
わ
っ

た
か、
原
因
の
追
及
を
し、
事
業
化

す
る
と
説
明
が
あ
っ
た。

安村達明議員

整備に向け強く要請

比
嘉
2
号
線
整
備
を

新
規
採
択
に
向
け
調
整
中

． 

前
村
基
金
の
活
用
は

医
療
系
も
審
査
対
象
に

Eロ一
前
村
基
金
は、
学
生
の
補
助

金
制
度
に
活
用
さ
れ、
大
翌
感
謝
さ

れ
て
い
る。
医
療
系
（
レ
ン
ト
ゲ
ン、

薬
剤
師）
に
も
活
用
す
れ
ば
立
派
な

人
材
育
成
だ
と
思
う
が。

面困
前
村
基
金
は
医
療
系
に
つ
い

て
も
申
請
書
を
提
出
す
れ
ば、
審
査

委
員
会
で
内
容
を
審
査
し、
決
定
し
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E田
久
米
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
真
我

窪
設
課
長
l

事
業
採
択
に
向
け
て
は

里
ま
で
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
路
肩

4
月
の
認
可
通
知
が
ゼ
ロ
通
知
で
な

が
な
く、
道
路
が
波
打
ち
現
象
を
起

い
限
り
大
丈
夫
だ
と。

こ
し
て
い
る
が。

EE一
マ
ン
ド
ウ
原、
ク
シ
原
の
整

日
28
年
度、
新
規
採
択
に
向
け

備
と
舗
装
に
つ
い
て。

て
土
木
建
築
部
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
中
で

t
:四
農
業
基
盤
整
備
事
業
で
29
年

あ
る。

度
よ
り
30
年
度
事
業
採
択
に
向
け
協

議
中。

窪
設
課
長
l

ク
シ
原
は
29
年
度
予
算

に
計
上
す
る。
マ
ン
ド
ウ
原
は、
27

名
の
地
権
者、
経
済
効
果
の
問
題、

効
果
を
算
定
し
な
が
ら
資
料
集
め
を

し
事
業
化
を
進
め
る。

た
い
と
考
え
て
い
る。

高育国〕
偏
差
値
50
以
上
の
大
学、

医
療
系
大
学、
医
療
系
専
門
学
校
に

進
学
し
た
者
に
対
し
て
規
定
を
新
し

く
確
認
の
上、
決
定
し、
今
回
か
ら

周
知
の
中
に
人
れ
る
予
定。

． 
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町政のここを問う、

． 

口公立保育園の存続を

EE閃9
中
央
保
育
園
は、
こ
れ
ま

で
ど
あ
り
町
が
運
営
し
だ
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か。

久
米
島
で
は
町
と

社
協、

民
間
が
運
営
す
る
保
育
園
が

あ
る。
し
か
し、

多
種
多
様
な
ニ
ー

ズ
が
あ
る
中
で
保
護
者
が
安
心
し
て

預
け
ら
れ
る
施
設
に
な
っ
て
い
る
の

が
中
央
保
育
園
で
あ
る。
園
児
の
成

長
の
た
め
保
護
者
が
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に

も
中
央
保
育
園
は
町
営
の
ま
ま
存
続

す
る
事
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
る

が、

ま
だ
町
営
と
民
間
が
切
磋
琢
磨

し
久
米
島
の
子
育
て
環
境
が
良
く
な

れ
ば
人
口
増
に
も
繋
が
る
の
で
は
な

い
ガ、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い。

団

保
育
行
政
に
つ
い
て
は、
こ

れ
ま
で
2
園
を
民
営
化
し
中
央
保
育

所
も
い
ず
れ
は
民
営
化
の
方
針
で
き

ま
し
た
が、

27
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
子
ど

も
子
育
て
支
援
新
制
度

の
実
施
や
待
機
児
童
の

解
消、

民
営
保
育
園
の

運
営
方
針、

施
設
の
老

朽
化
等
の
課
題
が
見
え

て
き
て
お
り、
こ
れ
ら

の
課
題
を
精
査
し
28
年

方針を明確にしたい

饒平名智弘議員

． 

度
に
は
方
針
を
明
確
に
し
た
い。

Ii
国
に
航
空
運
賃
低
減
を

要
請
は
継
続
し
て
い
く

EE閃9
久
米
島
那
覇
間
の
航
空
運

賃
が
高
い
の
は、

鳥
島
射
爆
撃
場
や

久
米
島
射
爆
撃
場
が
あ
る
た
め
に
遠

回
り
し
1
0
0
 km
の
飛
行
距
離
が
1

5
0
km
に
な
っ
て
い
る
の
が
原
因
で

は
な
い
か、

だ
と
す
れ
ば
国
や
防
衛

省
に
対
し
航
空
運
賃
の
低
減
に
つ
い

て
も
っ
と
強
く
保
障
や
支
援
を
求
め

る
べ
き
だ
と
思
つ
が。

団

現
在
の
基
本
飛
行
ル
ー
ト
の

1
8
0
km
に
対
し
訓
練
区
域
が
無

か
っ
た
場
合
は、

1
6
2
km
で
あ
る

と
J
T
A
か
ら
の
答
弁
が
あ
り
航
空

運
賃
低
減
は
直
接
結
び
つ
く
要
因
と

な
り
に
く
い。

EE閃9
J
T
A
が
話
し
て
い
る
基

本
飛
行
ル
ー
ト
に
対
し
て
町
長
も
同

じ
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
回
つ。

園

飛
行
ル
ー
ト
は、

1
次
答
弁

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
国

に
対
し
て
鳥
島、

久
米
島
射
爆
撃
場

の
返
還
を
求
め
て
い
く。

EE閃3
那
覇
か
ら
渡
名
喜
の
上
空

や
ハ一
プ
の
浜
の
上
を
飛
ぶ
と
20
分
で

久
米
島
に
看
く
時
が
あ
る。
そ
れ
が

飛
行
ル
ー
ト
で
は
な
い
か
と
思
つ。

そ
の
事
を
防
衛
省
や
国
に
対
し
て、

我
々
は
迷
惑
し
て
い
る
事
を
伝
え
て

ほ
し
い。

-II 羞？品::嘉｛こ年よ��月N� 誓



II 町政のここを問う

1ml 学校のトイレの改修を

n
幼
稚
園、
小

学
校
の
ト
イ
レ
の
和
式

便
器
か
ら
洋
式
便
oo
{
DD

へ

取
り
変
え
る
事
は
で
き

な
い
か。

藪
育
課
長一
大
岳
小‘

球
美
中、
西
中
3
校
は、

1
階
2
階
の
男
女
ト
イ

レ
に
洋
式
便
器
が
設
置

し
て
あ
り、
久
米
島
小
学
校
を
除
く

清
水、
仲
里、
比
屋
定
の
3
校
に
つ

い
て
は
1
階
の
み、
美
崎
小
学
校
で

は
2
階
の
み
と
な
っ
て
い
る。

旧
全
階
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

に
最
低
1
つ
は
洋
式
便
器
を
設
置
で

き
る
よ
う
に
取
り
く
ん
で
い
き
た
い。

団
28
年
度
で
改
善
す
る
よ
う
指

示
を
し
て、
各
学
校
に
不
自
由
の
な

い
よ
う
に、
今
後
は
見
直
し
て
い
く。

等議員喜久村

改修する

． 

口
潮
風
害
に
よ
る
塩
害
の
対
策
は

林
業
事
務
所
と
調
整
す
る

nmm〗
美
崎
地
区
の

北
真
謝
原
と
サ
ア
タ
原

一
帯
の
潮
風
害
等
に
よ

る
塩
害
等
を
防
止
す
る

計
画
は
な
い
tJo

｛
環
境
保
全
課
長｝
一
度

事
業
を
入
れ
た
所
で
も

生
育
状
況
に
よ
っ
て
は、

再
度
事
業
の
導
入
も
で

き
る。mmm一

防
風
林
を
育

て
る
だ
め
に、
草
刈
り

作
業
は
導
入
で
き
な
い

か。
｛
環
境
保
全
課
長｝
造
林

し
た
木
を
育
成
す
る
事

業
も
あ
る。
現
場
を
確

認
し
て
事
業
の
導
入
を

林
業
事
務
所
へ
お
願
い

す
る。

． 
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ran 交通の確保を

． 

RACの機材変更は困難、高速船
は委員会の答申を受け方針決定

E□
新
機
材
が
導
入
さ
れ
た
が
座

席
拡
充
が
わ
ず
か
10
席
で
あ
り
団
体

客
対
策
と
し
て
不
十
分
と
思
う
が 。

団

全
て
貨
物
拡
張
型
に
更
新
さ

れ
る
予
定
で
変
更
は
困
難 。

E□
決
定
前
に
強
く
要
請
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
は 。

一
商
工
観
光
課
長
l

調
整
し
た
が
貨
物

拡
張
型
に
決
定
し
途
中
変
更
は
不
可

能
で
要
請
で
き
な
か
っ
た 。

E図
繁
忙
期
に
増
便
が
団
体
客
誘

致
に
影
響
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
の

で
ぜ
ひ
要
望
を 、
高
速
船
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
蒼
で
賛
成
と
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
賛
成
併
せ
て
90
％
が
賛
成
と

示
さ
れ
て
い
ま
す 。
結
果
を
反
映
さ

せ
る
決
定
が
さ
れ
る
べ
き
と
思
つ
が 。

団

時
間
を
か
け
て
決
め
た
い 。

棚原哲也議員

． 

Ii
安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
を

検
討
し
て
い
る

E日一
医
療
費
助
成
金
の
自
動
償
還

払
い
の
導
入
は
し
な
い
万
針
と
あ
る

が 。
｛
福
祉
課
長｝

現
行
で
い
き
た
い 。

9
町
民
の
要
望
か
？
他
市
町
村

の
導
入
後
の
意
見
確
認
は 。

｛
福
祉
課
長｝

し
て
い
ま
せ
ん 。

E
役
場
の
考
え
で
は
な
く
町
民

の
声
に
応
え
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を 、

保
育
所
の
定
員
に
空
き
が
あ
る
ク
ラ

ス
は
仕
事
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
預

け
る
こ
と
が
可
能
か 。

（
福
祉
課
長｝

で
き
ま
せ
ん 。

日

預
か
り
保
育
は
同
年
齢
の
子

と
過
ご
せ
る
か 。

｛
福
祉
課
長｝

違
年
齢
の
子
と一
緒 。

E□
3
歳
か
ら
5
歳
の
子
は
集
団

の
中
で
過
ご
す
こ
と
で
友
達
を
つ
く

り 、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ジ
ョ
ン
の
中
で

学
び
成
長
す
る
と
思
う
が
仕
事
を
し

て
い
な
い
場
合
は
預
け
る
こ
と
が
で

き
な
い 、
島
で
は
幼
稚
園
に
関
し
て

も
3 、
4
歳
児
受
け
入
れ
は
無
く
他

市
町
村
に
倣
い
幼
稚
園
の
2
カ
年
制

等
受
け
皿
整
備
を
す
る
者
え
は
な
い

か 。

！

検
討
し
て
い
き
た
い 。

E□
公
共
施
設
の
あ
あ
っ
台
や
ベ

ビ
ー

チ
ェ
ア
設
置
を 。

総
務
課
長一

検
討
し
て
い
き
た
い 。

E図
3
保
育
所
を
利
用
で
き
な
い

幼
稚
園
も
行
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
支
援
セ
ン
タ
ー

や
預
ガ
リ
保
育

利
用
と
思
わ
れ
る
が
現
状
課
題
が
あ

り
何
回
相
談
に
行
っ
て
も
十
二
分
対

応
し
て
い
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
り 。

子
ど
も
は
日
々
成
長
し
待
っ
て
は
く

れ
ま
せ
ん 、
子
育
て
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
は
素
早
い
対
応・
改
壁
を

や
っ
て
い
く
の
が
行
政
の
職
員
だ
と

思
う 。
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9 E3●3月定例会（一般質問）
10日●予算特別委員会
11日●予算特別委員会
13日•町立中学校卒業式に議長ほか出席
18日・ヒュ ー マンウェ ー ヴ地鎮祭に議長ほか出席
21日・若茶良那覇公演に議長ほか出席
23日•町立小学校卒業式に議長ほか出席
29日●議会運営委員会

●3月定例会（閉会）
・地域支援交流学習センタ ー の視察に議長ほか出席

30日・離島医療組合議会に議員 出席

•••••••• ■平成庄奔2月

4日・地域支援交流学習センタ ー 開所式に議長ほか出席
7 日・JAあきなわ農産物出荷貯蔵施設落成式に議長出席

•美ら海基金関係者懇親会に正副議長出席
8 日・久米島製糖終ぎ式及び懇親会に議長出席

•小中学校入学式に議長ほか出席
•美ら海基金贈呈式に正副議長出席

9日· につほん丸入港歓迎セレモニ ー に議長ほか出席
20日•第 1回世界の久米島ンチュ大会実行委員会に議長出席
24日・新任教職員歓迎会に議長ほか出席

•久米島町老人グラプ連合会第15回定期総会に議長出席
2 5日●議員全員協議会
27日・南部町村長議会議長連絡協議会役員会、定例会、

研修会に議長出席
28日・沖縄振興拡大会議 に議長出席

•••••••• ■平成お年4月

•••••••••••••

1 日・久米島高校卒業式議長ほか出席
•獣魂祭議長出席

3 日●議会運営委員会
●議員全員協議会

4日●第1回議案研究会
8 日●3月定例会（議案審議 ）

契約の方法 随意契約
契約金額 1 億3529万円
契約の相手方 沖縄県車海老漁業協同組合

●儀間漁港第2防波堤整備工事(H 27年度）請負契約
契約の方法 指名競争入札
契約金額 2 億8458万円
契約の相手方 （株）丸吉組

●久米島町かんしょ加工施設建設工事請負契約
契約の方法 指名競争入札
契約金額 7813万円
契約の相手方 （株）久米建設

I罪•一罰"ffi層

● 一 般会計補正予算（第4号）
（債務負担行為の補正）

事 項 水産物供給基盤機能保全事業
期 間 平成28年度
限度額 3000万円

●国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
1 5億4567万円(1359万円増） ●専決処分の報告

儀間漁港第2防波堤整備工事請負契約の一 部変更
●専決処分の報告

平成27年度久米島縦断線工事請負契約の一 部変更
i �

●士地売買契約
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羞忍恰::嘉戸は9月門誓 II-

■平成お年3月

屠][I]画直］層]� で
決まったこと

1日•楽天球団との会食議長出席
5日・仙台マイチー ム協議会との懇親会に

議長出席
6 日・久米島紬フェアー及び祝賀会議長出席

•若茶良講演会議長ほか出席
9日●第8回広報委員会
10日·介護保陶広域連合議会全員協議会に議員出席

•第2次総合計画策定説明会に議長ほか出席
12日●議員全員協議会
1 5日●議会璽営委員会

●第1回臨時会
・沖縄鴨笠濡園及ひ市町嗅絵躙む流会へ鴎贖長出席

16日・第45酉鶉亀県町村議会議長会定期総会へ正副議長出席
17日•本会第7回期総会及び研修会に議即まか議員出席
18日•町村議会議員・事務局職員研修会に議長ほか出席

・後期高齢者回蜀広域連合議会定例会に議員出席
22日・介護保陶云域連合議会定例会に議員出席

一謂帽駈r晟臨一

匿露百召i_冒潤




